


































Exploratory Study on the Educational Effect of Tea Ceremony Class
- Developing positive hospitality mindset -
















































































「そうではない（1 点）」「ややそうではない（2 点）」「まぁまぁそうである（3 点）」「そうである（4 点）」の 4
件法で求めた。点数が高いほど、ホスピタリティの態度を有していると捉える。その結果と考察を以下に記す。
①回答者について
対象学生 503 名中、科目履修生と交換留学生、欠損値の多い回答計 34 名を除き 469 を分析の対象とした（有
効回答率は 93.2％）。各学年と所属、性別を表 4 に示した。
②「ホスピタリティ尺度」の因子分析
　「ホスピタリティ尺度」について、主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った。負荷量と寄与率
から 23 項目 3 因子を抽出した（表 5）。
長崎短期大学研究紀要　第 29 号
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　第 1 因子（α =.821）は“これまで充実した人生を送ってきたと思っている”などの 8 項目からなり、自分









































を用いた。成績は、平成 29 年 2 月に後期の成績として学生に開示された素点であり、1 年生は「茶道文化Ⅱ」、
2 年生は「茶道文化Ⅳ」の成績を用いた。なお、成績は出席点や試験結果など総合評価であるため、成績に関
する項目ごとの点数を扱うことにした。③学生の自己評価による茶道文化Ⅱ・Ⅳの到達目標の達成度（上記の
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